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文
書
管
理
規
則

（
平
成
十
九
年
七
月
十
二
日
規
則
第
百
二
十
号
）

改
正

平
成
二
五
年
一
二
月
一
九
日

同

二
六
年

三
月
一
九
日

同

二
六
年
一
二
月
一
八
日

令
和

三
年

六
月
一
八
日

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
以
下
「
本
会
」
と

い
う
。
）
が
保
有
す
る
文
書
を
適
正
に
管
理
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
規
則
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
用
語
の
意
義

は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

文
書

本
会
の
業
務
上
作
成
さ
れ
、
又
は
取
得
さ
れ
た
文
書
、

図
面
及
び
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他

人
の
知
覚
に
よ
っ
て
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら

れ
た
記
録
で
あ
っ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
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供
さ
れ
る
も
の
を
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
本
会
の
会
員
及
び
職

員
が
組
織
的
に
用
い
る
も
の
と
し
て
本
会
が
保
有
し
て
い
る
も

の
を
い
う
。
た
だ
し
、
新
聞
、
雑
誌
、
書
籍
そ
の
他
不
特
定
多

数
の
者
に
頒
布
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
を

除
く
。

二

文
書
フ
ァ
イ
ル

能
率
的
な
事
務
又
は
事
業
の
処
理
及
び
文

書
の
適
切
な
保
存
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
ま
と
め
ら
れ

た
、
相
互
に
密
接
な
関
連
を
有
す
る
文
書
（
保
存
期
間
が
一
年

以
上
の
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
保
存
期
間
を
同
じ
く
す
る
こ
と

が
適
当
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
）
の
集
合
物

第
二
章

文
書
の
管
理
体
制

（
総
括
文
書
管
理
者
）

第
三
条

本
会
に
総
括
文
書
管
理
者
を
置
く
。

２

総
括
文
書
管
理
者
は
、
事
務
総
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

総
括
文
書
管
理
者
は
、
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
文

書
の
管
理
に
関
す
る
事
務
の
指
導
監
督
、
研
修
等
を
行
う
も
の
と

す
る
。

（
総
括
文
書
管
理
者
補
佐
）

第
四
条

本
会
に
総
括
文
書
管
理
者
補
佐
を
置
く
。
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２

総
括
文
書
管
理
者
補
佐
は
、
総
務
部
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

総
括
文
書
管
理
者
補
佐
は
、
総
括
文
書
管
理
者
を
補
佐
す
る
。

（
文
書
管
理
者
）

第
五
条

各
課
に
文
書
管
理
者
を
置
く
。

２

文
書
管
理
者
は
、
各
課
の
課
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

３

文
書
管
理
者
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
八
条
第
一
項
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
文
書
の
細
目
、
保
存
媒

体
そ
の
他
の
事
項
に
関
す
る
見
直
し
案
を
策
定
す
る
こ
と
。

二

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
を
作
成
す
る
こ
と
。

三

保
存
期
間
の
延
長
、
文
書
の
廃
棄
の
実
施
に
関
す
る
事
務
を

行
う
こ
と
。

四

当
該
課
が
保
有
す
る
文
書
の
管
理

（
文
書
管
理
担
当
者
）

第
六
条

各
課
に
文
書
管
理
担
当
者
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

２

文
書
管
理
担
当
者
は
、
文
書
管
理
者
を
補
佐
す
る
。

第
三
章

文
書
の
整
理
及
び
保
存

（
文
書
の
保
存
期
間
）

第
七
条

文
書
の
保
存
期
間
は
、
別
表
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

２

文
書
の
保
存
期
間
の
起
算
日
は
、
当
該
文
書
を
作
成
し
、
又
は
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取
得
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
初
日
と
す
る
。
た
だ
し
、

次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
日
を
起
算
日

と
す
る
。

一

弁
護
士
、
弁
護
士
法
人
、
特
別
会
員
、
準
会
員
、
外
国
法
事

務
弁
護
士
、
外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
及
び
弁
護
士
・
外
国
法

事
務
弁
護
士
共
同
法
人
の
登
録
に
関
す
る
文
書

当
該
登
録
が

抹
消
さ
れ
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
初
日

二

本
会
を
当
事
者
と
す
る
契
約
に
関
す
る
文
書

当
該
契
約
が

終
了
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
翌
年
度
の
初
日

３

総
括
文
書
管
理
者
は
、
文
書
の
適
切
な
管
理
の
た
め
に
必
要
な

場
合
に
は
、
前
項
に
か
か
わ
ら
ず
文
書
の
起
算
日
を
定
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

４

一
の
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
を
異
に
す
る

複
数
の
文
書
が
含
ま
れ
る
場
合
、
当
該
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
る
当

該
複
数
の
文
書
の
保
存
期
間
の
満
了
す
る
日
は
、
こ
れ
ら
文
書
の

う
ち
保
存
期
間
が
満
了
す
る
日
が
最
も
遅
い
日
と
す
る
。

（
文
書
の
細
目
及
び
保
存
媒
体
等
）

第
八
条

総
括
文
書
管
理
者
は
、
別
表
の
文
書
の
区
分
に
従
っ
て
、

文
書
の
細
目
、
保
存
媒
体
そ
の
他
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

２

前
項
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
事
項
は
、
毎
年
一
回
見
直
し
を
行

い
、
総
括
文
書
管
理
者
が
必
要
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
改
定
を
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行
う
も
の
と
す
る
。

（
文
書
の
保
存
方
法
）

第
九
条

文
書
は
、
組
織
と
し
て
の
管
理
を
適
切
に
行
う
こ
と
が
で

き
る
専
用
の
場
所
に
お
い
て
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

２

文
書
は
、
保
存
期
間
が
満
了
す
る
日
ま
で
必
要
に
応
じ
記
録
媒

体
の
変
換
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、
適
正
か
つ
確
実
に
利
用
で
き
る

方
式
で
保
存
す
る
も
の
と
す
る
。

（
文
書
の
保
存
期
間
の
延
長
）

第
十
条

総
括
文
書
管
理
者
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
に
つ

い
て
職
務
の
遂
行
上
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
三
十
年
以

内
の
一
定
の
期
間
を
定
め
て
当
該
文
書
の
保
存
期
間
を
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
、
以
降
も
同
様
と
す
る
。

（
史
料
等
）

第
十
一
条

総
括
文
書
管
理
者
は
、
保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
の

う
ち
、
史
料
と
な
る
も
の
を
指
定
し
、
こ
れ
を
保
存
期
間
満
了
後

も
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
文
書
の
廃
棄
）

第
十
二
条

保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
に
つ
い
て
は
、
第
十
条
の

規
定
に
よ
り
保
存
期
間
を
延
長
す
る
も
の
及
び
前
条
の
規
定
に
よ

り
史
料
と
す
る
も
の
を
除
き
、
廃
棄
す
る
も
の
と
す
る
。

２

保
存
期
間
が
満
了
し
た
文
書
を
廃
棄
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
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目
録
を
作
り
、
総
括
文
書
管
理
者
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

３

文
書
を
廃
棄
す
る
場
合
は
、
抹
消
、
細
断
、
溶
解
等
情
報
を
再

利
用
で
き
な
い
よ
う
適
切
な
方
法
に
よ
り
処
分
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
）

第
十
三
条

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
に
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
記

載
す
る
も
の
と
す
る
。

一

文
書
フ
ァ
イ
ル
名
又
は
文
書
フ
ァ
イ
ル
に
含
ま
れ
な
い
文
書

名
二

作
成
又
は
取
得
さ
れ
た
年
度

三

保
存
期
間

四

保
存
期
間
の
満
了
す
る
日

五

記
録
媒
体
の
種
別

六

保
存
場
所

七

管
理
担
当
部
署
の
名
称

八

保
存
期
間
満
了
時
の
措
置
結
果

２

文
書
フ
ァ
イ
ル
管
理
簿
は
、
随
時
又
は
年
一
回
以
上
定
期
的
に

更
新
す
る
も
の
と
す
る
。

第
四
章

補
則
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（
法
令
、
会
則
、
会
規
又
は
規
則
に
よ
る
適
用
除
外
）

第
十
四
条

法
令
又
は
会
則
、
会
規
若
し
く
は
規
則
に
よ
り
、
文
書

の
保
存
、
廃
棄
そ
の
他
の
文
書
の
管
理
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

特
別
の
定
め
が
設
け
ら
れ
て
い
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
事
項

に
つ
い
て
は
、
当
該
法
令
又
は
会
則
、
会
規
若
し
く
は
規
則
の
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
委
任
）

第
十
五
条

こ
の
規
則
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
総
括
文
書

管
理
者
が
別
に
定
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

第
一
条

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
九
年
七
月
十
三
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
廃
止
）

第
二
条

記
録
等
保
存
規
則
（
昭
和
三
十
五
年
六
月
十
八
日
規
則
第

十
八
号
。
以
下
「
旧
規
則
」
と
い
う
。
）
は
、
廃
止
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
三
条

こ
の
規
則
施
行
前
か
ら
本
会
が
保
有
す
る
文
書
の
管
理
に

つ
い
て
は
、
旧
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
同
規
則
第
七
条
、
第
八
条
、
第
九
条
中
「
会
長
」
と
あ
る

の
は
「
総
括
文
書
管
理
者
」
と
、
同
規
則
別
表
中
「
永
久
」
と
あ
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る
の
は
、
「
百
年
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則
（
平
成
二
五
年
一
二
月
一
九
日
改
正
）

別
表
第
一
の
部
及
び
第
二
の
部
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十
七
年

四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
三
月
一
九
日
改
正
）

別
表
第
三
の
部
か
ら
第
五
の
部
ま
で
の
改
正
規
定
は
、
平
成
二
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

附

則
（
平
成
二
六
年
一
二
月
一
八
日
規
則
第
一
六
五
号

外
国
法
事
務
弁
護
士
法
人
制
度
創
設
に
係
る
外
国

弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す
る
特

別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
則
の
整
備
に
関

す
る
規
則

第
七
条
、
別
表
改
正
）
抄

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第

二
十
九
号
）
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
（
後
略
）

（
平
成
二
七
年
政
令
第
四
一
四
号
で
平
成
二
八
年
三
月
一

日
か
ら
施
行
）

附

則
（
令
和
三
年
六
月
一
八
日
規
則
第
二
〇
〇
号

弁
護
士
・
外
国
法
事
務
弁
護
士
共
同
法
人
制
度
創

設
に
係
る
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱

い
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
規
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則
の
整
備
に
関
す
る
規
則

第
七
条
、
別
表
改
正
）

こ
の
規
則
は
、
外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
に
関
す

る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
二
年
法
律
第
三
十

三
号
）
第
二
条
の
規
定
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
令
和
四
年
政
令
第
四
一
号
で
令
和
四
年
一
一
月
一
日
か

ら
施
行
）



保存期間 文書の区分 該当文書の例
第１　１００年 １　弁護士、準会員及び特別会員に関する各種届出 (1)　登録請求書

(2)　登録換請求書
(3)　登録取消請求書
(4)　登録事項変更届書
(5)　職務上の氏名の届出書・使用許可申請書
(6)　登載関係
(1)　資格審査会の事案の記録、議決書、裁決書、決定書
(2)　外国法事務弁護士登録審査会の事案の記録、議決書、
裁決書、決定書
(3)　本会を当事者（本会の活動に関し個人が当事者となる場
合を含む。）とする訴訟の判決書正本

３　本会が行った懲戒処分に関する重要な文書 (1)　懲戒委員会の事案の記録（審査請求事案、懲戒処分事
案）、議決書、決定書、裁決書、懲戒書
(2)　綱紀委員会の事案の記録（審査相当事案）、議決書、決
定書
(3)　綱紀審査会の事案の記録（審査相当事案）、議決書、決
定書
(4)　外国法事務弁護士懲戒委員会の事案の記録（懲戒処分
事案）、議決書、決定書、懲戒書
(5)　外国法事務弁護士綱紀委員会の事案の記録（懲戒相当
事案）、議決書、決定書
(6)　本会を当事者（本会の活動に関し個人が当事者となる場
合を含む。）とする訴訟の判決書正本

４　弁護士会の懲戒事案に関する重要な文書 懲戒事案の懲戒書、議決書、懲戒の処分の通知
５　処置請求に関する重要な文書 処置請求に関する事案の記録

第２　３０年 (1)　総会議案・議事録
(2)　代議員会議案・議事録
(3)　理事会審議結果・議事録
(4)　理事会議案・配付資料
(5)　常務理事会議事録
(6)　常務理事会議案・配付資料

２　弁護士会の会則・規則の承認申請書、承認通知
書等
３　宣言、決議、意見書、会長声明及び会長談話
４　外国弁護士による法律事務の取扱い等に関する
法律に基づく法務大臣からの求意見に関する文書

(1)　資格審査会に関する重要な文書
(2)　懲戒委員会に関する重要な文書
(3)　綱紀委員会に関する重要な文書
(4)　綱紀審査会に関する重要な文書
(5)　外国法事務弁護士登録審査会に関する重要な文書
(6)　外国法事務弁護士懲戒委員会に関する重要な文書
(7)　外国法事務弁護士綱紀委員会に関する重要な文書
(8)　人権擁護委員会に関する重要な文書

６　本会を当事者（本会の活動に関し個人が当事者と
なる場合を含む。）とする訴訟の判決書正本及び訴訟
に関する文書（第１の２、第１の３に該当するものを除
く。）

７　財務に関する重要な文書 (1)　総勘定元帳（期間分冊）
(2)　決算書・予算書等
(3)　会員の共済、年金に関する文書で重要なもの
(1)　役員の登記に関する文書
(2)　弁護士職員の人事に関する文書

９　会員及び職員の感謝・表彰等に関する重要な文
書
10　会長選挙執行に関する重要な文書 (1)　公示文書

(2)　当選通知
11　職員の人事又は労務に関する文書で重要なもの (1)　職員の採用・異動・退職等に関する文書で重要なもの

(2)　職員の給与・手当等の決定に関する文書で重要なもの
12　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が
30年の保存期間が必要であると認めるもの

第３　２０年 １　法定委員会、常置委員会、特別委員会その他各
種会議体に関する文書（第１の２、第１の３、第１の５、
第２の５に該当するものを除く。）
２　綱紀・懲戒事案に関する弁護士会からの通知（第１
の４に該当するものを除く。）

(1)　調査開始の通知・審査開始の通知・懲戒しない旨の決定
等の通知
(2)　手続中止・再開の通知

３　本会が行う各種行事に関する文書
４　海外法曹団体に関する文書
５　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が20
年の保存期間が必要であると認めるもの

２　弁護士及び外国法事務弁護士の登録に関する文
書のうち、重要なもの

１　会則又は会規の制定、改正又は廃止に係る主要
な経緯が記録されている文書及び会務の重要な事項
に係る意思決定に係る主要な経緯及び結果が記録さ
れている文書

５　弁護士法及び外国弁護士による法律事務の取扱
い等に関する法律により設置を義務付けられた委員
会（以下「法定委員会」という。）及び常置委員会に関
する重要な文書（第１の２、第１の３に該当するものを
除く。）

８　役員及び事務総長、事務次長その他弁護士であ
る職員（以下「弁護士職員」という。）の人事に関する
重要な文書



保存期間 文書の区分 該当文書の例
第４　１０年 １　弁護士法人に関する各種届出 (1)　成立・変更・種類変更・解散・清算結了、非常駐許可の報

告
(2)　社員となる資格証明書等発行申請書

２　外国法事務弁護士に関する各種届出 (1)　外国弁護士雇用届出書
(2)　外国法共同事業届出書、事項変更届出書
(3)　登録請求書
(4)　登録換請求書
(5)　登録取消請求書
(6)　登録事項変更届書
(7)　職務上の氏名の届出書・使用許可申請書
(8)　所属事業体名称使用届出書

３　外国法事務弁護士法人に関する各種届出 (1)　成立・変更・種類変更・解散・清算結了
(2)　社員となる資格証明書等発行申請書
(1)　成立・変更・種類変更・解散・清算結了、非常駐許可の報
告
(2)　社員となる資格証明書等発行申請書

５　共同事務所における異なる事務所名称の届出 届出書、解消届出書
６　公職就任・営利業務に関する各種届出
７　人権救済申立に関する文書（第２の５、第３の１に
該当するものを除く。）

人権救済申立事件委員会に関する文書（処置事案）

８　会員を対象とした各種研修に関する重要な文書 (1)　みなし倫理研修申請書
(2)　倫理研修報告書
(3)　法５条研修に関する文書
(4)　日弁連特別研修に関する文書

９　本会が行う各種事業に関する文書 (1)　弁護士過疎対策に関する文書
(2)　権利擁護保険に関する文書
(3)　知的財産仲裁センターに関する文書
(4)　法律援助事業に関する文書

10　会規・規則に基づき設置された室に関する文書
11　役員・委員の選任手続等に関する文書（第２の８
に該当するものを除く。）
12　代議員・弁護士会役員等の報告に関する文書
13　外部からの受信を記録した帳簿

(1)　総勘定元帳に関する文書で重要なもの
(2)　予算に関する文書で重要なもの
(3)　歳入に関する文書で重要なもの
(4)　歳出（税務）に関する文書で重要なもの
(5)　社会保険・福利厚生に関する文書で重要なもの
(6)　施設・備品管理に関する文書で重要なもの

15　契約事務に関する文書
16　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が
10年の保存期間が必要であると認めるもの

第５　５年 １　旧々弁護士法5条3号登録請求 報告書、通知書
２　弁護士の登録に関する軽易な事務連絡文書
３　弁護士、準会員、特別会員に関する死亡報告
４　弁護士記章・身分証明書に関する各種届出 (1)　記章、申請書、届出書、通知書

(2)　身分証明書、申請書、届出書、通知書
５　懲戒委員会の審査の請求書（控え）、審査開始通
知書（控え）、議決報告
６　綱紀委員会の審査の請求書（控え）、審査開始通
知書（控え）、議決報告
７　綱紀審査会の審査の請求書（控え）、審査開始通
知書（控え）、議決報告
８　外国法事務弁護士懲戒委員会の審査の請求書
（控え）、審査開始通知書（控え）、議決報告
９　外国法事務弁護士綱紀委員会の調査の請求書
（控え）、調査開始通知書（控え）、議決報告
10　人権救済申立に関する文書（第２の５、第３の１、
第４の７に該当するものを除く。）
11　弁護士会からの各種照会・回答文書/稟議書
12　会員を対象とした各種研修に関する軽易な事務
連絡文書（第４の８に該当するものを除く。）

夏期研修に関する研修報告書

13　儀礼及び対外行事に関する文書で重要なもの
14　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が5
年の保存期間が必要であると認めるもの

第６　３年 １　弁護士会・弁護士会連合会の総会の決議等の報
告に関する文書
２　外国法事務弁護士登録審査会の議決報告（日弁
連保管）
３　登録等証明書
４　懲戒委員会の事案の記録（異議申出事案（懲戒不
相当事案））、記録取寄書・返還書・受領書綴
５　綱紀委員会の事案の記録（審査不相当事案）、記
録取寄書・返還書・受領書綴

14　財務に関する文書（第２の７に該当するものを除
く。）

４　弁護士・外国法事務弁護士共同法人に関する各
種届出



保存期間 文書の区分 該当文書の例
６　綱紀審査会の事案の記録（審査不相当事案）、記
録取寄書・返還書・受領書綴
７　外国法事務弁護士懲戒委員会の事案の記録（不
相当事案）
８　外国法事務弁護士綱紀委員会の事案の記録（懲
戒不相当事案）
９　会員の叙勲に関する文書で重要なもの
10　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が3
年の保存期間が必要であると認めるもの

第７　１年 １　会誌・日弁連新聞に関する軽易な事務文書
２　本会の広報に関わる軽易な事務文書
３　前各号に掲げるもののほか、総括文書管理者が1
年の保存期間が必要であると認めるもの


